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自動車リサイクル士新制度移行講習会、大阪で開催終了 

第４回ブロック長会議を開催 

 ２月３日、日刊自動車新聞社主催「第２回自動車 

リサイクルサミット」がインターコンチネンタルホテル 

東京ベイにて行われ、「次世代に夢をつなぐリサイ 

クル事業」をテーマに、自動車リサイクル関連１０ 

団体による意見交換が行われた。 

 主に「現在の経済環境と対応策」「人材の育成・ 

確保」「自動車リサイクルの国際展開」について、 

将来的な方向性について議論され、サミット終了後の 

懇親会においても有意義な意見交換を交わすことが 

できた。様々な課題を抱える中、自動車リサイクルの 

高度化や業界発展のためにも、今後、業界内の結束 

や関係業界との協力強化がますます必要とされると 

感じた。 

（総務部会長 木内 雅之） 

日刊自主催のサミットに参加 

 ２月２５日、エル・おおさか（大阪府大阪市）にて、 

「自動車リサイクル士 新制度移行特別認定講習会」 

が開催され、受講者４２名を含め、総勢７８名が参加 

しました。これで東京・大阪の計２回、今年度予定の 

新制度移行講習会がすべて開催終了しました。 
 

▼大阪会場参加状況 

 

 

 ２月２３日、ＥＬＶ機構会議室（東京都港区）にて、 

「第４回ブロック長会議」が開催されました。今回は、 

現ブロック長全８名の他、次期ブロック長候補も２名 

参加されました。 

 

 

 

 

 各ブロック近況報告では、どのブロックでも入庫を 

含め、非常に厳しいとの声が多数ありました。本部 

からは、自動車リサイクル士制度や共同出荷事業、 

各部会などに関する報告が行われました。最後に、 

今年度の総括が行われ、良かった点としてブロック長 

会議を計画どおりに４回開催できた点など、反省点と 

してブロックによって行政とのコミュニケーションが 

活発なところとそうでないところがある点などがそれ 

ぞれ挙げられました。 

当日パネラーとして参加したＥＬＶ機構 

木内総務部会長にご寄稿いただきました！ 

CHECK 

次期ブロック長候補 
 

■中部・北陸ブロック  岡野  功 氏（三重県） 
 

■中国・四国ブロック  岸本 恭秀 氏（岡山県） 

関連ニュース：カリキュラムＷＧ、初のスカイプ会議を実施！ 
 

自動車リサイクル士カリキュラムＷＧでは、現在、来年度以降のカリキュラム 

内容を検討しており、２月４日に初のスカイプ（テレビ電話）での会議を行い 

ました。特に問題もなく集中した議論ができ、非常に充実した内容の会議と 

なりました。同ＷＧでは、３月にもスカイプでの会議を予定しています。 

受講者 ４２名 

オブザーバー（自治体担当者等） ２６名 

講師 ５名 

ＥＬＶ機構関係者 ５名 

合 計 ７８名 

 当日は三木リサイクル技術部会長の開会挨拶から始まり、ＥＬＶ機構の講師が「自動車リサイクルの実務」 

「自動車メーカの取り組み」「自動車リサイクル業界の取り組み」「マネジメント、その他」の講習を行い、最後に 

東京会場でもご好評をいただいたトヨタＬ＆Ｆカンパニーの梅原茂氏による特別講習「トヨタ流４Ｓの進め方」が 

行われました。受講者は皆、熱心に講習に聞き入っており、その真剣なまなざしが印象的な講習会でした。 
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自動車リサイクル士 新制度移行特別認定講習会 

大阪会場（２月２５日）受講者アンケート結果発表 

実 施 概 要  

 前号にて、２月２５日の大阪会場（エル・おおさか／大阪府大阪市）での「自動車リサイクル士 新制度移行 

特別認定講習会」について参加者数などの概要をお伝えしましたが、今号では、当日受講者の皆様にご回答 

いただいたアンケートの集計結果を以下のとおり発表します。 

■実施日  ２０１６年２月２５日（木）（講習会当日） 

■回答数  ４２（対象：講習会受講者 全４２名）  

集 計 結 果  

■各講習内容 

 

■各講習の理解度 

 

  内 容 

① 

 

自動車リサイクルの実務 

（講師：有原） 

② 

 

自動車メーカーの取り組み 

（講師：伊地知） 

③ 

 

自動車リサイクル業界の取り組み 

（講師：佐々木） 

④ 

 

マネジメント、その他 

（講師：酒井） 

① ② ③ ④ 

■講習に関する意見（抜粋）※原文ママ 

 
非認定全部利用に関して、確り説明ができる様になりたいので、明確な基準や、法的根拠、ガイド 

ラインなどをまとめてもらいたい。自動車リサイクル士として、本流の自リ法の外、認定全部利用、 

非認定全部利用に関しても、きちんと知識を身につけておきたい。  

・自動車リサイクルの実務：差し替え・追補資料を用いての説明が分かり易く、又、各担当者への 

 周知にも役立つ素晴らしい資料を頂けました。ありがとうございます。 

・自動車メーカーの取り組み：易解体についての取り組みについて、解体業者も応えて取り組むべき 

 だと感じました。新技術についても分かり易く、大変勉強になりました。  

前回の復習をかねての説明でよかった。もう一度リサイクルについて見直すきっかけになった。 

いろんな情報を知る事ができてよかったです。  

ＴＯＹＯＴＡ Ｌ&Ｆカスタマーズセンター梅原様の講義は良かったと思いますし、会社でも実践して 

いきたい。講習会に参加出来て良かったです。  

・自動車リサイクルの実務：日々の業務では、あまり係わらない（事務方が行なう為）実務の流れが 

 良く理解でき、今後は、もう一歩進めてスキルアップしていきたい。  

・マネジメント：トヨタ流４Ｓ＋１Ｓ＋サカイ氏の１Ｓ（信用）＝６Ｓを私流と致します。  
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